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とい う形になる.桝可はデイ ･ガンマ函数で､ この式は普通の散乱 しかないと

きにMarkovi七五 と Kadanoff基 ,よって求め られた ものである亮 だか ら実動

草れた T c,の変化か ら､坤 ink?wlも昌一Kadanoff卓羊ノしたがって_計算 したAni-l †ノ
sotrO-pylの効果によるTc の変化を差しし引いて､残bの部分 を局在状態の影

響 と考えることは､T≫7rTcならばさ しつかえなho
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超 伝導体 に おや 草磁 性

不純物 - o(J3一)の効凝

川 村 清 (物性研)

~超伝導体中の磁性不細物､の影馨は､Ab串ko'sov と Gor′kovにようで Born

近似の範囲で調べ られた(1)が､ そのやb方は､ SpiriOperaもorをあたか も

potenもiaユであるか,DようにC-numberとして扱っているO ところがこの方

式だと例えばKond｡効果(2)のような華 inの dyn牢 pal-な振舞いよる効果

は取 b扱えなhoそ く欠点をな くすために,Gfe亘 関数の運動方程式を考え

るとこ,そ こにSelf-energyの形で不純物の影藤か入る｡ すなわち

(ien-Epj≪ ap;電'Bs>ien+Ac一g≪ a毒｣q;Ja+pg}jiEn

-堤 (iEn)- ap.a;a'pq}jiEn-塞 と(iEn)- a二p-q;a+pqrS>lEn-1
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(1a)

(ien+Ep)-aJpJ ap+q塾 En+A-言q≪apq;ap+o声jEn

-3g)q(ien〕- a-p+_o;ap+o}>iEn塞 41(ien)-㌔q寓言らEn-0
(rtj)

ここに出て くる2(a)(ien)(a-1,2,3,4)は､次の式で与えられることが判っ

た｡

輩 (ieh3- -- lHimp勧 〕;〔H血p,雇q〕墾 En (2aj

農 や壷 ニー- lH血p,apq〕;〔Himp,eLp-q〕墾 en (2bj

境 (ier9--〔ちillq(iEn)]+,輩 (ie.n)千-〔揖2lq(iSn)〕* C2cj

従って､ あとは上 のg(j')(iEn) を計算すれば､Jの任意の次数まで-体･q)グ

リーン関数が計算出来る｡(2)を(頼こ代入 して次の 8伽p'equàtion打を得るO

A+-困TEeld+L(6)+A+lAL2K(与り〕
こ こで

Aro0-回 Tzp,en≪ a-pLq;ap'o}jlEn

また,T芸Tcとして

- aNPIq;ap+53jEn芸A+i(En)+A｢A12K(E)

(3)

(4)

(5)

と形式的においた｡(1),(2)を実際に解 くとL ,Kが求まるか ら Tc近傍の系の

振舞いが判 る｡

-例えば Tcは

1-回 TcEfcL(Ec)-0

Ec-(2n+1)7{Tc)

か ら決まる｡Lの具体的な形は汲のような ものである｡
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む



L(E)=･Tp
ql(E)/甲8回

壷 12回 +f芸

ql'5'-1+-TTTf寺 (1+意 地 昔

1

qs(e)-i+二 L // ク巨 7
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(7)

(8)

とな b(7),(8)普(6匿 代入 したものは､Liuが求めた式(3)に他な らなh.

次の例 として Tc における比熱のとびを計算するO 熱力学_,ポテンシャルは(3)

によって

98-Bn-ノ･汐78〔ふ )回 20

(1-削 Tl･CL(頼 2

2igi2TEsK巨)
(9)

によって与えられるo Tcにおける-nor甲al(コOnductorと superconduc一

七drの.比を

Cs(Tc〕/Cn(Tc)-1+A//T

T=6_58p

として､(9は 9

回 2-T三en(Tc/T)A

A- 〔1+9･84S(S+i)現地p(Jp/N)3〕

(10_)

(1i)

･Lo･11-2･77(p.嘩 (JP )2N軸 S(S+1)(- 岩 (en÷ -o･64)〕-1⊥C

(12)

で与え られるO (1針 を見て判ることは､ O(J2) でまず 比熱のとびは必ず pure

皿etal よb大 きい とい うことであるo 0(J3)まで考えると､ その大 きくな 夕

方は､Jく 0の方が大 きくJ< 0では小さho
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超伝導体中の S -a-相互作用

摂動計算を宗団が報告 し
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II 束縛状態怒松浦が報告 した ｡

工 摂動計算

超伝導体中の電子を表わす準粒子が一個の磁気的不純物原子によって散乱さ

れるときの断面横 を摂動で計算する｡系の- い レト-アンは､

fk Eo+∑瓦k(露 oak｡+αk+lakl)
k

∫

ー~首kf-k,圧(uk′a芸′｡+vkIαk.1)(ukak｡+vka+kl)

-(ukZak′1-Vklak′o)(ukαkl-Vka芸o)〕Sz.
+

+(ilk.ak+,a+vk′ak′1)(uk〔fk; Vkak+o)S-

+(uk′ak+,1- Vk′αk.o)(ukako+vka+kl)S+

+鶴 (1)

こ こにα+ks(aks)は運動量 k､ス ピン S の準粒子 の創成 (消威)operaもorで′■-■■ヽ■′
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